
ノこi七会だよリ  

人や企業活動が容易に巨l境をこえ，急激にグロ…パ  

ル化する社会において，アジアの産業界行政界ではど  

のような意思決定がなされ，意思決定の科学といわれ  

る0Ⅰミにどのようか■た躍の場面があるのか，アジア進  

出をにらんだ産業抑こ‡†本のORがどのように寄1て  

きるのか，グローバルな産二、H圭連撒の視∴－．（から発表し  

ていただき，アジアのゲートウェイシティ福岡でグロ  

岬パルな産学音速携の視力から発表していただき，展  

望してみたいと思、います．  

発表申込締切：6ノJ20ト1（令）  

申込書およびアブストラクト送付先：   

〒814－0180細岡市城南区－Lド畏8－19－1   

矧司大学経藩学部   

枯井一当邦（かこい まさくに）   

Tel．092（871）66二う1（内線：4121）   

Fax．092（874）6830  

問合せ先：orqShtトillfo＠qbic．fし11｛uOka－u．aC．jp  

＊上記宛先への研究甘衣叶迩乱 アブストラクト，及   

び著作権承諾寺ワニの拉．■トをもって申込受付とします．  

＊絶表申込藩の詳糾は，下㍊UlミLにてお知らせして   

います．   

URL：http二／／or2003．econ．fulⅧOka－u．aC．jp／   

尊国際会議案内   

o rAPORS2003」   

アジア太平洋地域各国のOR学会の合同組織である   

APORS（Asia－Pacific OperationalSociety）の国   

際学会 であるAPOlミS－2003が下記の要領で開催さ   

れます．わが国からも多くの参加者が参加されます   

よう，期待されております．皆様の積極的なご参加   

をお願いし－たします．  

日 程：12月8l＝l（月）～1111（木）  

場 所：NewDelhi，INDIA  

アブストラクト締切：3日31日  

フルペーパー締切：6Jj30l▼1  

問合せ先：APOfモS猫柳‖）長 人IIJ達雄  

＊詳しくは，WWW．aPOI－S200ニう．conlをご覧ください．  

⑳第50回シンポジウム   

日 程：9ノー9l二1（火）  

場 所：ノし州大学国際研究交流プラザ（西新プラザ）  

（福岡市一王「i・良区西新2丁目16）  

実行委員長：川崎英文（九州人‥）iご‥）  

テーマ：「ORと数学」  

事前振込み参加費∴正。宰印加会員3，000lリ，学生会員  

1，000llj，非会員4，000＝  

当日中込み参加費：正。賛肋会員4，000Iリ，学生会員   

2，000l‾l－j，非会員5，000Iリ  

＊事1沖振込みの方法につきましては，本大会が近づき   

ましたら本誌でお知らせいたします．  

講演者と講演題目（アイウエオ順）：  

（1）「椀値問題とニュートン図形」   

岩崎克則（九州大学大学院数理学研究院）  

（2）「制御差分方程式について」（仮題）   

岩本誠一（九州人サ大学院経済学桝矧；完）  

（3）「最適化における壬†こ役∴－：（理論概安」   

川崎英文 りL州大学大学院数理学研究慌）  

（4）「分別（Sp】itting）問題について」（仮題）   

藤日放治（九州二l二業大学二l二学部）  

同時開催：11け声初の新月紙博十川崎敏和氏の作ふ！，展示  

問合せ先：〒812－8581福岡市来区箱崎6【10」   

九州大学大学院数理学研究院   

川崎二貯文 ′Ⅰ、el．092（642）2767   

E－mail：kawasal｛i＠math．1（yuShu－u．aC．jp   

⑳平成15年秋季研究発表会   

日 程：9J【JlOl二l（ノjく），11卜】（木）  

場 所：福岡大学（祇岡1行城南l天上隈八丁目19－1）  

実行委員長：斎膝参郎（楯岡人草）  

特別テーマ：「アジアに仏がるOR」   

近年のアジアの経済，社会の急激な変化には，l」を  

みはるものがあります．とりわけ，中尉のⅥ71、0加  

盟以後，l－1本企業をはじめとする多くの企業湾中国lけ  

域をにらんだ動きが活発化しています．アジアに開か  

れた都lけ，福岡は，東京へ行くよりも，ソウルのほう  

が近く， 卜海への踊雉も東京とほぼド盲＝ニです．  
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ギ‥会だより  

14：55  

「次世代高速無線リンクにおける統合的スケジュー  

リング機構の提案とその評価」   

＊太目三l好明，鶴 正人，尾家祐二（九州二Ⅰ二業大）  

15：20  

「JGNを介した大規模映像配信プラットフォーム」   

＊石丸勝洋（通信放送機構），凍 真一，宮崎敏明  

（NTT），青山友紀（束大）  

15：45～16：00 休憩  

16：00［招待公演］  

「インターネット計測における推定技術の新潮流」   

＊鶴 正人，尾家祐二（九州工業大）  

16：50［招待公演］  

「待ち行列システム：情報通信から見た来し方と行   

く末」   

＊高橋敬隆（早稲日］大）  

20日 9：30～15：35   

9：30  

「IEEE802．3ahにおけるGE－PON標準化軌向と   

相互接続のための課題」   

＊村l二 謙，横谷哲也，山中秀昭，大島一能，菊地   

克昭（三菱電機株式会社）  

9：55  

「PONシステムにおけるメディアアクセス制御に   

ついて」   

＊横谷哲也，村上 謙，向井宏明，大島一能（三菱   

電機株式会社）  

10：20～10：35 休憩  

10：35  

「適応変調とスケジ ューリングを伴う移軌体データ   

通信システム性能評価モデルの検討」   

＊福嶋正機，中村 元，野本真一（KDD＝軒先所）  

11：00  

「FrontendWebシステム設計。評価におけるラン   

ダムモデルの有効性」   

＊－l－1可 維（東京都立科学技術大学大学院），l＿】＿l崎   

源治（東京都立科学技術大）  

11：25  

「センサネットワークの桜軌性に関する検討」   

＊土屋利明，斎藤 洋（NTT）  

11：50～12：50 休憩  

12：50   

「一般的な自己相関特性をもつトラヒックの性能近   

似の方法について」  

（61）鵬甘   

⑳研究部会0グループ間催案内   

〔待ち行列〕  

。ワークショップのご案内  

日 程：6月19日（木），6月20日（金）  

場 所：ハイプ長岡（長岡市寺島315番地）   

Tel．0258（27）8812  

（交通：JR長岡駅から，市内循環バス（大手口8番   

線）約20分，県立近代美術館行き（大手口7番線）   

約15分，タクシー約10分）  

＊場所に関して，詳しくはhttp：／／www．hive．or．jpを   

ご覧ください．  

テーマ：「新しいトラヒックモデルと性能評価」  

共 催：電子情報通信学会情事l妄ネットワーク（IN）研   

参加費：資料代4，00（）円（予定）  

懇親会：19日の発表会終了後，懇親会を企画してお   

ります．奮って御参加下さい．  

懇親会費：4，000円（予定）  

問合せ先：奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研   

究科 笠原正治   

寸el．0743（72）5351   

E一rnail：kasahara＠is．aist－nara．aC．Jp  

プログラム（＊は講演者）：  

19I三113：00～17：40   

13：00  

「ユーザの移動性を考慮した無線通信ネットワーク   

におけるマルチキャストトラヒックに関する解析」   

＊岳 五一（甲南大）  

13：25  

「W－CDMA移動通信網に対する基地局配置手法」   

＊田中裕顕（大阪大），進藤丈二（NTTドコモ），   

米lL傾二（枇路二l二業大），石升博昭（大阪大）  

13：50   

「RIOキュー制御を用いたアドホックネットワーク   

における輔捧時の中継 サービスポリシーの提案」   

＊オユーンチメグ。シャグデル，張兵（ATR適応   

コミュニケーション研究所），M．N．シラジ（通信   

総合研究所），中川健治（長岡技術科学大）  

14：15～14：30 休憩  

14：30   

「品質制御ネットワークにおけるクラス設計法の検   

討」   

＊川日］丈浩，木村卓巳（NTT）  
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学会だより   

＊計 ご1j三竺l三，藤野貴之，阿部俊二，松方 純，浅野  

il三一郎（国立情報学研究所）  

13：15  

「2次元クラスタリングモデルによるIPパケットト   

ラヒックの自己相似性変動解析」   

＊馬杉正リ3（NTT）  

13：40  

「レギュレータ透過聖トラヒックに関する多重化相   

性」   

＊塩廿1茂雄，小村 究（7・葉大）  

14：05～14：20 休憩  

14：20  

「移動通信網における呼抜率の近似精度に対するユ   

ーザー偏在の影響」   

＊高橋美佐（高崎経済大），‥圧「1孝イー（電通大），．笥   

橋幸雄（束－L大）  

14：45  

「アドホック無線ネットワークの異なる伝送方式に   

おけるキャパシティについて」   

＊樋「＝湯亮，小野里好邦（群馬大）  

15：10  

「1本の幹線への合流条件を定めた平面＝、ラヒック   

のための待ち行列モデル」   

＊水野信也，宮沢政清（東京理科大）  

15：35 終了  

〔不確実性下のモデル分析とその応用〕  

。第8回  

日 時：6J」21日しⅠ二）14：00～17：00  

場 所：九州大学経済学部2t掛二い会議案  

テーマと講師：  

（1）「多段ファジィ推論によるクラシフアイヤシステム   

の構成と人二】二株式市場分析への応ノニ山   

高木 井，畔フレ祥三（九州大学大学院経済学研究院）  

（2）「遺伝的プログラミングを川いたCNNによる拡散   

のモデル化と制御への応川」   

畔永祥三，富永 淳（九州大学大学院経蘭学研究院）  

問合せ先：九州人学人学院経済学研究院 呼水祥三   

′11e】／Fax．092（642）2466   

E－mail：tOkinaga＠en．kyushu－u．aC．jp   

㊧会合案内   

〔第229回新宿OR研究会〕  

日 時：6JJ17日（火）12：00～13：30  

場 所：東大紅会議室（新宿センタービル53F）  

鵬亀（62）  

テーマ：「環境NGOとしてのグリーンピースの清軌」  

講 師：本村雅史氏（特定非営利法人グリ…ンピー   

ス。ジャパン猫柳‖）長）  

参加費：3，00〔川J  

問合せ先：廿本OR学会雪掃射‖）  

〔第230回新宿OR研究会〕  

日 時：7月15R（火）12：00～1二う：30  

場 所：東大紅会議室（新宿センタービル53F）  

テーマ：「地域情報化と0Ii」  

講 師：畑 昭彦氏（社倉経済生産憫ヰ部，01ミ学会   

前副会長）  

参加費：3，000llJ  

問合せ先：R本OR学会事務j‖〕   

尊他学協会案内  

地学全等が．二i三僻する大会やシンポジウムで当学会が  

協賛しているものについては，原則としても催学会の  

会員と同じ賀川で参加できますので，皆様奮ってご参  

加ください．  

。平成15年度講習会（協賛）  

主 催：（相計測l’二ほ朋湘和学会関西支部  

日 程：61J6卜1（余）9：30～17：30  

場 所：ハートピア京都（骨諸川川一京区竹屋町通烏丸   

束入る清／jく町375番地）  

問合せ先：京都人学人学院1二学研究科精1淳子ニl二学▼専攻   

植木竹夫：Tel．075（753）5233  

。第33回信頼性。保全性シンポジウム（協賛）  

主 催：（柵I‡l本科草根術連盟  

日 程：7J＝＝二l（火），9ll（ノjく）  

場 所：JAビル（束ヱiい大手町）  

問合せ先：掴日本科学技術連．盟 応川システム諜   

R＆MS係   

Tel．03（5378）9850 Fax．り3（5378）9844   

E－mail：re－grOuP＠juse．or．JP  

。非線形解析学と凸解析学に関する第3回国際会議  

（協賛）  

主 催：非線形解析学とハ解析に関する国際会議組織   

委員会  

日 程：8JJ24日（lり～27【1（ノJく）  

場 所：ヒルトン威力l仁千葉県成刑lレj、菅456）  

問合せ先：東京■工業人二、iJ‥人′刊新川描し仁調什究科   

数理。計算科学専攻1・．■ごi橋 渉   

Tel／Fax．03（5734）3208   

E－mail：Wataru＠is．titech．ac．」P  
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ギ：会だより  
藁酬m酬蛍漣喪墓誌蕊監蓋肢  

（A4用紙2枚以内），（7）推薦書  

＊なお，選考状況により別途書類の提出を求めること   

があります．  

応募締切：8月29日（金）必着  

書類送付先及び問合せ先：   

〒739－8527東広島市鏡山1－4¶1   

広島大学大学院工学研究科複雑システム工学専攻   

岩瀬晃盛   

Tel／Fax．0824（24）7590   

E－mail：iwase＠amath．hiroshima－u．aC．jp  

＊封筒に「教官応募書類在中」と朱書し，簡易書留で   

郵送のこと   

◎日本技術者教育認定機構（JABEE）の審査   

員養成研修の受講者について  

今年度から経営工学分野でも，JABEEの技術者教  

育プログラムの認定審査が開始されます（これまで2  

年間は試行審査でした）．FMES（経営工学関連学協  

会）では，既にJABEEの審査員養成研修を受講され  

た方々について，所属する学協会に研修受講済みのご  

連結をお願いすることとしました．   

誠に恐縮ですが，OR学会会員で，上記JABEE審  

査員養成研修を受講済みの方々は7月15日までに，  

OR学会事務局担当者宛ご連絡ください．   

連絡先：OR学会事務局 藤木   

Tel．03（3815）3351Fax．03（3815）3352   

E－mail：fujiki＠orsj．or．jp  

。メタヒューリステイクス国際会議（MICO3）（協   

賛）  

主 催：MICO3実行委員全  

日 程：8月25日（月）～28日（木）  

場 所：京都国際会議場  

問合せ先：京都大学大学院情報学研究科   

数理工学専攻 茨木俊秀   

Tel．075（753）5504 Fax．075（753）4866   

E－mail：ibaraki＠i．kyoto－u．aC．jo  

。第34回国際シミュレーション＆ゲーミング学会大   

会（［SAGA2003）（後援）  

主 催：日本学術会議，   

日本シミュレーション＆ゲーミング学会  

日 程：8月25日（月）～29日（金）  

場 所：かずさアカデミアパーク  

（千葉照木更津市矢那1637）  

問合せ先：   

日本シミュレーション＆ゲーミ ング学会事務局   

Tel．045（562）5447 Fax．045（562）6132   

⑳公募案内   

。広島大学大学院工学研究科複雑システム工学  

募集人員：教授1名  

所   属：複雑システム解析。設計論講座複雑シス   

テム解析学教育科目  

専門分野：応用数学（解析系）  

担当科目：大学院では複雑システム解析学持論，また   

学部では工学部専門基礎教育として級数と常微分方   

程式，ベクトル解析，フーリエ級数と偏微分方程式，   

複素関数論など．  

応募資格：博士の学位を有し，二l二学の分野への応用に   

関心があり，博士課程後期の学生指導ができる方  

着任時期：平成16年4月1日  

提出吉葉頁：（1）履歴書（学歴，職歴，学界活動，受賞歴   

などを含む），（2）これまでの研究概要（A4用紙2   

枚以内），（3）工学への応用を含む今後の研究計画書  

（A4用紙2枚以内），（4）研究業績リスト（学位論文，   

査読付き学術雑誌論文，国際会議論文，著書などに   

分類），（5）主要論文10篇（含む著書）以内の別刷i）  

（コピー可）および要約，（6）数学教育に関する抱負  

⑳平成15年度会費納入のお願い（事務局）   

平成15年度の会費請求書をお送りいたしま  

したので，お早めにご送金くださるようお願い  

いたします．なお，14年度の会薯を未納の方  

は合わせてお支払いくださるよう重ねてお願い  

いたします．  

〔預金口座振替ご利用の方へ〕   

預金口座振替をご希望の正会員の方は，学会  

事務局までTEL，FAX，郵便にてご連結くだ  

さい．折り返し預金口座振替依頼書をお送りい  

たします．  
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